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はじめに

•本ウェビナーではソフトウェア「HLA Fusion」を実際に使用して説明を
実施するパートがあります

•下記のアイコンがあるスライドではソフトウェアでの操作を簡単にお示し
していますが、ウェビナー中ではソフトウェアを実際に動作します
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血清型ファイル、カタログファイル、日本人フィルターのインポート

解析の設定

測定ファイル（csvファイル）のインポート

測定結果の確認、アサイン

結果の保存、レポート出力

LABType測定データの解析手順
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血清型ファイル、カタログファイル、日本人フィルターのインポート

解析の設定

測定ファイル（csvファイル）のインポート

測定結果の確認、アサイン

結果の保存、レポート出力

解析の手順
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•最新のファイルは弊社ウェブページよりダウンロード可能

‒https://www.veritastk.co.jp/hla/soft_file.html

•更新に関するお知らせもご参照ください
‒ https://www.veritastk.co.jp/info/2026/01/hla-fusion2025-

july.html（2026/1/13付）

血清型ファイル、カタログファイル、日本人フィルターについて

種類 内容 更新のタイミング 最新版（2026/2月現在）

血清型ファイル
すべてのアレル・血清型情報が含まれ
るファイル

年に2回 sero_equivalent_2025July

カタログファイル

試薬に使われているビーズ番号とアレ
ルの情報

血清型ファイルの更新時
ロット変更時

IMGT 3.61版のファイル
「製品コード_Lot_バージョン」

日本人フィルター
日本人推定アレル一覧表に記載され
ているアレルのリスト

血清型ファイルの更新時
JSHIアレル一覧表の更新時

ver1_2025_July_2025JSHI_allelefilter

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType
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•血清型ファイル、カタログファイル
‒Utilities>Update Reference>Update Reference File
よりインポート

‒最初に血清型ファイル、次にカタログファイルをインポートする

•日本人フィルター
‒Utilities>Update Reference>Demographic/Allele Frequency
よりインポート

‒ 「…」より日本人フィルターを選択し、Import→Save

各種ファイルのインポート方法

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

血清型ファイル

カタログファイル

①「…」よりフィルター
を選択

②Import

③Save
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•日本組織適合性学会（JSHI）発表のHLA 推定アレル一覧表を元に弊社で作成
‒推定アレル一覧表に含まれるか否かによって、結果がG1～G3に分類される

日本人フィルターについて

日本人フィルターに含まれるアレルは青でハイライト表示されます

HLA 推定アレル一覧表に含まれるか

アレル1 アレル2

G1 〇 〇

G2
〇 ×

× 〇

G3 × ×

G2G1 G3
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日本人フィルターの解析設定（初回および更新時）

• Molecular Product Configuration>Molecular Analysis Configuration

• Demographicで最新の日本人フィルターを選択しSaveで保存

• CWDフィルター→CWD_TDX_3.xx.x

• CIWDフィルター→CIWD_TDX_3.xx.x 

• 日本人フィルター
→ver[数字]_20xx_[Month]JSHI_allelefilter

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

LABTypeを選択



•血清型ファイル、カタログファイル、日本人フィルターのIMGTバージョンが同じことを確認する

インポートした解析ファイルの確認

血清型ファイルのバージョン
3.61.0/2025July

カタログファイルのバージョン
3.61.0

Home画面 データインポート画面右上

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

日本人フィルターのバージョン
2025_Jul
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分類 アレルの定義 アレルの色

C（Common） 7 つ全ての地域で 1/10,000 人（0.01%）以上の頻度のアレル 青

I（Intermediate） アフリカ、ネイティブアメリカン、中東以外で 1/100,000 ~ 1/10,000 人
（0.001~0.01%）の頻度のアレル

紫

WD（Well Documented） Common/Intermediate 以外のアレルで、各地域で 5 人以上に見つ
かったアレル

ピンク

- 上記以外のアレル 白

CIWDフィルターとは

• CIWD（Common, intermediate and well-documented HLA alleles: CIWD version 3.0.0）*

‒従来の分類システム（CWD2.0）のアップデート版

‒約 800 万件の全世界の HLA アレルのデータをアジア、ヨーロッパなど 7 地域に分けて集計

‒ DPA1、DQA1はCIWDの対象外（CWDにのみ含まれる）

• 血清型ファイルのインポート時に自動でインポート

• 海外検体の場合は使用を推奨

*Hurley, et al., 2020, HLA https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC7317522/

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType 10
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分類 アレルの
色

C（Common） 青

I（Intermediate） 紫

WD（Well Documented） ピンク

- 白

CIWDフィルターを使用した場合の判定結果の例

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

頻
度

低

G1*

G2*

G3*

*掲載しているアレルペア以外の結果も解析ソフトでは表示されています

日本人フィルター使用でA*03:01, A*24:02と判定された検体の場合

JSHIのルール(頻度0.001%以上)に従った場合の報告対象アレル
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•CIWDの情報にCWDのDPAローカス、DQAローカスの情報を融合したフィルター

•One Lambdaにて独自に作成、配布

•使用は任意となります

＜使用方法＞

•弊社ウェブページよりファイルをダウンロード
‒https://www.veritastk.co.jp/hla/soft_file.html

• Zipを解凍後、日本人フィルターと同様にインポート
‒検体ごとの画面のSet Configでフィルター変更可能です

CIWD-CWD_DPADQAフィルターについて

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

New！

https://www.veritastk.co.jp/hla/soft_file.html
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CIWD-CWD_DPADQAフィルターの使用例

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

CWD情報を反映

CIWD情報を反映

New！

CWDフィルター CIWDフィルター CIWD-CWD_

DPADQAフィルター

CWDフィルター CIWDフィルター CIWD-CWD_

DPADQAフィルター

DQA1ローカス（CIWD情報なし）

DQB1ローカス（CIWD情報あり）

CIWD情報を反映CWD情報を反映

CWD情報を反映 情報なし
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•検体解析画面で個別にフィルターを変更する
• Set Config>Demographic/Rare Allele Groups/CIWDフィルターあるいはCIWD＋DPADQAフィルター

フィルターの個別変更方法

Set Configボタンを
クリック

解析に使用する
フィルターを選択

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

日本人フィルター使用

分類 アレルの
色

C（Common） 青

I（Intermediate） 紫

WD（Well Documented） ピンク

- 白

CIWDフィルター使用
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血清型ファイル、カタログファイル、日本人フィルターのインポート

解析の設定

測定ファイル（csvファイル）のインポート

測定結果の確認、アサイン

結果の保存、レポート出力

解析の手順
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解析の設定（初回のみ）

• Molecular Product Configuration>Molecular Analysis Configurationで設定

変更後は「Save」で保存

アレルの表示形式の設定
推奨は「No Code」

結果に表示するグループの設定
推奨はG1~G3すべてにチェック

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

LABTypeを選択
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血清型ファイル、カタログファイル、日本人フィルターのインポート

解析の設定

測定ファイル（csvファイル）のインポート

測定結果の確認、アサイン

結果の保存、レポート出力

解析の手順
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• SSO A/C/DR、CWD全ローカス：csvファイルのみ
   ※rcsvフォルダがあっても問題ありません

• SSO B/DQ/DP：csvファイル＋rcsvフォルダ

•解析をするPCにファイルをコピーする
‒Windows(C:)＞OLI Fusion＞data＞session＞LABType：のフォルダに保管を推奨
‒インポート時の参照フォルダを変更する際はFusionのUtilities＞General Settings＞Paths
「Sessions/Batch」を変更

18

解析に必要な測定ファイル
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• TOP画面のLABTypeあるいはアイコンをクリック

データのインポート①インポート画面を立ち上げる
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未取り込みデータ

カタログファイル情報

取り込み済データ

解析に使用する
日本人フィルター

データインポート画面
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•画面左側のリストからインポートするファイル名を選択
‒インポート済みのデータを再度取り込みたい場合は
「Include Imported」にチェックを入れる

•必要に応じてセッション名の編集、検体情報の入力を行う

データのインポート②データの選択、情報入力

Sample名等、検体情報を入力できます

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

セッション名
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•自動でカタログファイルが選択されるので、ファイルが正しいことを確認する
‒製品名、ロット、IMGTのバージョン

•異なるカタログファイルが選択されている場合はCatalog IDのプルダウンから変更

•確認後Importボタンをクリックする

データのインポート③カタログファイルの選択、データのインポート

測定時に使用した
テンプレートファイル

解析に使用する
カタログファイル

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

正しいカタログファ
イルを選択
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※カタログの確認画面が出ることもあります

現在選ばれているカタログ

変更候補のカタログ



• インポートが成功すると右側のNavigatorタブにデータが表示される

• rscvフォルダがある場合、インポート後に新しく「HDファイル」が作成される
‒HDファイルが作成された後はHDファイルのみで再インポート可能

• 「Please setup the directory…」エラーが出た場合
‒ rcsvフォルダがcsvファイルを保存しているフォルダにない場合に表示される

‒ rcsvフォルダを保存し再度インポートを行う

データのインポート④インポート後

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

解析していないデータは
青字で表示される

22
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血清型ファイル、カタログファイル、日本人フィルターのインポート

解析の設定

測定ファイル（csvファイル）のインポート

測定結果の確認、アサイン

結果の保存、レポート出力

解析の手順
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Positive control ビーズの値

• SSO：1200-7000、CWD：1000以上

Negative control ビーズの値

• SSO、CWD：100以下

ビーズカウントの値（最低値）

• SSO：75以上、CWD：50以上

検査成立基準

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

〇検体ごとに下記をすべて満たす必要がある Positive ControlビーズはExonごとに含まれる
→試薬の種類、ローカスによりPositive control

ビーズの数は異なる



検査成立基準以外の不良
•ネガティブコントロールサンプル（水）が増幅した
→試薬の汚染、アッセイ中のコンタミネーションの確認

25

検査成立基準を満たさなかった場合

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

Positive controlビーズの値が規定値以下

• DNAの増幅不良

→DNA純度の確認、PCR試薬の状態やTaqの種類、増幅条件の確認

• 蛍光試薬の劣化、添加量の不備

→SAPE溶液の状態確認、希釈や添加方法の確認

Negative controlビーズの値が高い

• 蛍光試薬の劣化

→SAPE溶液の状態確認

ビーズカウントが規定値以下

• LABScan機器の不良

→プローブ洗浄、Monthlyメンテンナンスの実施

• ウェル中のビーズ量が少なかった

→ビーズ添加時のボルテックスの確認、洗浄ステップの確認

状況を確認し再検査
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•各ビーズの値（Normal値）の算出方法
（各ビーズMFI値-NCビーズMFI値）/（PCビーズMFI値*-NCビーズMFI値）×100(％)

※蛍光値をそのまま使用しているわけではありません

•例1：PCビーズ値が2010、NCビーズ値が10、 #5ビーズ値が1010の場合
‒(1010-10)/(2010-10)x100=50%

•例2：PCビーズ値が5010、NCビーズ値が10、 #5ビーズ値が2510の場合
‒(2510-10)/(5010-10)x100=50%

各ビーズ値の算出方法

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

PCRの増幅効率（≒蛍光値）はDNAの品質やアレルの種類に影響を受ける
→PCビーズの値で割り算することで結果への影響を取り除いている

• 各ビーズの検出対象領域（Exon）と同じ
領域のPCビーズの値を使用
例：Exon2が対象のビーズはExon2の
PCビーズの値を使用
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•データを取り込んだ後Navigatorからデータを選ぶと解析開始

• Summaryタブ：測定した全検体の情報が一覧表示

Summary画面の見方

Match M：第1区域でアンビギュイティがある検体
Match S ：第1区域ではアンビギュイティがない検体
False ：偽陽性、偽陰性のビーズがある検体
Miss  ：自動判定では結果が出ない検体

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

表示する項目は変更、並べ替え可能

Negative 

Controlの値

Positive 

Controlの値

基準を満たしていない値は赤字で表示
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•検査成立基準を確認

• ネガティブコントロールサンプル（水）を測定している場合は増幅していないことを確認

Control Value画面の見方

Positive Controlのカットオフ
• SSO：1200-7000

• CWD：1000以上

Negative Controlのカットオフ
• SSO、CWD：100以下

ビーズカウント
• SSO：75以上
• CWD：50以上

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

水検体1 検体2 検体3 検体4
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検体の解析結果

QCタブ：One Lambda

のQC結果
Beadタブ：ビーズごとの
測定結果

自動判定による
タイピング結果

全ビーズの判定結果

PC/NCビーズ

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

• Summaryタブの検体名をダブルクリックすると、解析結果の画面が開く
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• Normal値で並びかえ、全体の反応性や陽性と陰性の境目のビーズを確認する
‒陽性・陰性の境目が明確か

‒ False反応のビーズがあるか

ビーズの反応の確認①

グラフの拡大/縮小

赤：陽性ビーズ
青：陰性ビーズ
◆：カットオフ値

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

陽性/陰性順に
並べ替え（2回クリック）

陽性/陰性の境目に
False反応がないことを
確認

False反応（FP/FN）
は水色表示



• Normal値とOne Lambda設定のカットオフ値を比較して陽性/陰性が判定される

• Normal値や計算に使用した蛍光値、カットオフ値の詳細は「Raw」タブで確認可能

31

陽性/陰性の判定方法

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

Normal値
（0~100）

赤：陽性ビーズ
青：陰性ビーズ
◆：カットオフ値
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•洗浄やハイブリダイゼーションの反応に不備がある場合、判定困難となることがあります

陽性/陰性の境目が不明瞭な場合

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

陽性・陰性の
境目が不明瞭

陽性・陰性の
境目が明瞭

操作を見直し
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• ビーズの反応性（とくに陽性/陰性の境目）を確認

•反応性に問題がない場合は解析終了

ビーズの反応の確認②False reactionビーズが無い場合

赤：陽性ビーズ
青：陰性ビーズ
◆：カットオフ値

緑が選択している
ビーズ

赤が選択している
ビーズ

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType
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①Falseビーズに結合しているプローブ情報をもとに反応するアレルを確認

②One LambdaのQC結果を確認

③測定結果がOne Lambdaのカットオフ値と比較してどの程度乖離しているかを確認

④（必要に応じ）False反応となっているアレルの他の陽性ビーズの反応性の確認

⑤ハプロタイプを確認（他のローカスのタイピング結果がある場合）

→上記のような情報を加味し、「カットオフ値を変更」、「再検査を行う（SSO、もしくは別法）」等
の判断をお願いします

ケース1：Falseビーズがある場合

カットオフ値を変更するビーズの数、カットオフ値を変更する割合等、
基準を各施設様で設定することを推奨します

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

カットオフラインを動かすことで、陰性/

陽性の判定が変更になる
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• Falseビーズ：全ビーズの判定結果のグラフとPairsタブで確認

ビーズの確認

Falseのビーズの例
（625番ビーズ）

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

FP：偽陽性
FN：偽陰性
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• Beadタブで該当ビーズの反応を確認

• Bead Infoタブでビーズに結合しているプローブの情報を確認

プローブの確認

同時に測定した全ての検体の結果が表示
・赤：解析している検体の結果
・緑：他の検体の結果
・白：PCビーズが検査成立基準を満たしていない検体の結果

ビーズに結合しているプローブの認識
部位＆対象アレル

表示するビーズの変更

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

FPとなった#625はレアアレルを認識
するビーズ
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• QCタブでOne Lambdaのデータ（QCパネル）における反応性を確認

One LambdaのQC結果の確認

• グラフにカーソルを合わせると、One LambdaでQCに
使用した検体の情報が表示される

• カットオフ値に近い結果の検体情報を確認することで、
False反応が起こりやすい（カットオフ値付近の結果
になりやすい）アレルがわかる

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

#625のビーズはA2ホモアレルで反応
性がやや強い
（False反応が起こりやすい）
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• Rxnタブでアレルごとに反応するビーズが表示

•空欄にアレルを入力してFind Alleleをクリックすることで、任意のアレルのビーズ反応パターンがリスト
上部に表示

• False反応となっているアレルの他の陽性ビーズの反応性の確認

（必要に応じて）ビーズの反応パターンの確認

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

Sample Rxn：検体のビーズの反応パターン
陽性は「X」

FP：赤、FN：緑で表示

アレル名：各アレルのビーズの反応パターン
陽性は「X」
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ケース2：Falseビーズがなく、G1の結果が表示されない場合

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

①海外の方の検体の場合はフィルターを変更して解析

②ForceタブでFalse反応の可能性が高いビーズを確認し、False反応ビーズの確認と
同じ手順で確認

‒カットオフ値の変更/再検査/結果採用の判断を行う

G2・G3しか表示されていない



40

• カットオフ付近にNormal値があるビーズをソフトウェアが自動でリスト
‒Close Bead Rxn欄にリストされる

• ビーズの反応性の確認方法はFalse反応のビーズの確認方法と同じ
‒プローブの確認、QCパネルの確認、ハプロタイプの確認

ケース3：Close reaction beadsがある場合

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType
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血清型ファイル、カタログファイル、日本人フィルターのインポート

解析の設定

測定ファイル（csvファイル）のインポート

測定結果の確認、アサイン

結果の保存、レポート出力

解析の手順

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType
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•結果表示ウインドウからダブルクリックで結果を記録、Saveで保存

解析結果の記録・保存

Saveをクリックして保存

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

タイピング結果として記録され、
レポートに表示される

Fusion4.7よりα鎖とβ鎖が
分かれて表示されるように
なりました
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• Reports>Generic Typing>Molecular Custom

• Setupで出力する項目を設定、テンプレートとして保存

レポート出力項目の設定

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

テンプレート名を
入力してSave

設定例
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•出力するセッションや検体名を選択

• テンプレートを指定

• View Reportでプレビュー、印刷

• Export Reportで出力（csvやpdfなど任意の形式で保存）

レポート出力

レポートに出力する
検体を選択

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType

1検体ずつ別ファイルに保存する場合は
チェックを入れてExport Report
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•結果を保存すると同一ロットの試薬を使った自施設の結果を蓄積できる

→One Lambda QC情報に加えて、施設データを参照して判定に使用できる

Local QCについて

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType
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• タイピング情報を患者・ドナー情報として登録するとMatchMakerによるエプレットマッチングが可能

• LABScreenの結果にも紐づけできる：タイピング情報の表示やDSAの確認・エプレット解析への
活用が可能

移植検査でタイピング情報を活用する方法

ドナー/患者タイピング情報の表示

DSAを経時的にグラフ表示

HLAの世界へようこそ！Vol.3 LABType



ご清聴ありがとうございました。
ご質問はございますでしょうか。
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